
養蜂を通じた環境活動

ＴＯＡシブルで育てているセイヨウミツバチの点検と採蜜を行
いました。
暖かい時期は、蜜の量や働きバチの数などを週1回確認してい
ます。巣箱ごとに違う状態が見られるのも、養蜂の面白さのひと
つです。7月の採蜜では、約60kgのはちみつが採れました！
蜜をたくさんつくるには、住みやすい環境づくりが不可欠。人の
手と自然環境の両方が影響します。環境が悪化すれば、ミツバ
チはよりよい場所を求めて“家出”してしまうこともあります。
ミツバチは作物の受粉を助け、私たちの食や暮らしを支える存
在。見えないところで、地球の明日を創ってくれているのかもし
れません。
ＴＯＡシブルでは、千葉大学　環境健康フィールド科学セン
ター・農業デザイン研究室（三輪正幸研究室）の三輪正幸先生
から学術的なご指導をいただきながら、日々の観察・管理に取り
組んでいます。
これからも、環境保全と生態系保全の推進に努めてまいります。

毎年、社会貢献活動の一環として植えているひまわり。
今年も順調にすくすくと成長しています。
最近では、会社の近くでもひまわりが咲いているのを見かけるようになり、
ＴＯＡシブルのひまわりも、まもなく満開を迎えそうです。
満開後にはタネを採取し、NPO法人シャローム様へお返しします。
そのタネから「ひまわりオイル」が作られ、売上は障がいのある方々の支援や
福島県の子どもたちに向けた社会体験活動に活用されます。
ＴＯＡシブルも、“希望のタネ”がたくさん実るよう、ひまわりの成長を見守り
続けていきます。

7月25日（金）、年に3回実施している「おもてなし企画」を
開催いたしました。
厳しい猛暑の中、ご来社いただいたお客様に対し、日頃の
感謝の気持ちを込めて、冷却グッズや塩飴、環境に配慮し
たお茶「SUSTEA」をお渡ししました。
ご来訪いただいた皆さまに、ささやかながら快適さをお
届けできたこと、また笑顔でお受け取りいただけたこと
は、私たちにとっても大変喜ばしいひとときとなりました。
今後も感謝の気持ちを胸に、皆さまの期待に応えるべく、
事業活動のさらなる発展と邁進に努めてまいります。

猛暑を乗り越えよう！おもてなし企画

社会貢献の一環として育てる、ＴＯＡシブルのひまわり
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遠心分離機で
採蜜作業！
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タイトル

ごみの分別から広がる、地域と地球の未来。

ＴＯＡグループ協力会

7月18日（金）、ＴＯＡグループ協力会を開催いたしました。
ＴＯＡグループ協力会は、会員企業の相互発展と事業拡大を目的に、情報交換や技術交流、協働での事業推進、安全衛生の向上
などに取り組んでいます。
本年度で3期目を迎え、現在の会員企業数は56社となりました。
当日は、「未来の環境を育む企業活動」をテーマに、CSR推進や生物多様性に関するセミナーを実施し、併せてはちみつの収穫体
験も行いました。
懇親会では、参加企業同士の交流を深めていただくとともに、千葉県を拠点に活動する創作和太鼓集団『和太鼓 総』の皆さまに
よる迫力あるパフォーマンスで、会場は大いに盛り上がりました。
今後もさらなる発展を目指し、会員企業の皆さまとより強固なパートナーシップを築くとともに、協力会の活動を一層活性化させ
てまいります。

千葉県内の小学校2校にお邪魔し、小学4年生の皆さまと一緒に「ごみの分別」について考える授業を実施しました。
ＴＯＡシブルでは、近隣の小中学校を中心に未来を担う子どもたちに向けた「環境授業」を実施しています。
地域によって分別方法が異なることや、ごみの種類・量が違うことを知ることで、子どもたちは自分たちの暮らす地域について
深く考えるきっかけを持ってくれました。また、「分別によってごみを減らすことがSDGsの達成にもつながる」というお話に、子ど
もたちは真剣な表情で耳を傾け、主体的に学ぶ姿勢が印象的でした！
授業の最後には、川に見立てたエリアでごみを釣り上げ、正しく分別する「分別ゲーム」を通じて、楽しみながら実践的な分別の
知識を身につけました。
今回の授業が、子どもたちのこれからの行動につながれば、私たちにとって何よりの喜びです。
ＴＯＡシブルはこれからも、地域社会や次世代を担う方々とともに、「自然と共に生きる未来を創造する」取り組みを続けてま
いります。

千葉県八千代市上高野1728-5

ACTIVITY REPORTに関する
お問い合わせ

press@toaxible.com
ＴＯＡシブル

サステナビリティ推進室
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分別ゲームでは、少し難しいごみの種類もありましたが、楽しみつつ、真剣にクラス
メイトと相談をしながら取り組み、分別に対する意識の高まりを感じました！
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